
大田区基本構想審議会条例施行規則

平成 19年８月１日

大田区規則第 112 号

（趣旨）

第１条 この規則は、大田区基本構想審議会条例（平成 19年条例第 44 号。以下

「条例」という。）第７条の規定に基づき、大田区基本構想審議会（以下「審

議会」という。）の運営に関し、必要な事項を定めるものとする。

（専門部会）

第２条 審議会は、その所掌事務を分掌させるため、専門部会（以下「部会」と

いう。）を置くことができる。

２ 部会は、審議会の会長（以下「会長」という。）が指名する委員（以下「部

員」という。）をもって組織する。

３ 部会に部会長を置き、部員の中から会長が指名する。

４ 部会は、部会長が招集する。

５ 部会は、部員の半数以上の出席がなければ、会議を開くことができない。

６ 部会の議事は、出席部員の過半数で決し、可否同数のときは、部会長の決す

るところによる。

７ 部会長は、議事を掌理し、部会における調査審議の経過及び結果について審

議会に報告しなければならない。

８ 部会長に事故があるときは、あらかじめ部会長が指名する部員がその職務を

代理する。

９ 前各項に定めるもののほか、部会の運営に関し必要な事項は、部会長が会長

の同意を得て定める。

（意見の聴取等）

第３条 審議会は、審議のため必要があると認めるときは、区職員その他の関係
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者の出席を求め、意見若しくは説明を聞き、又は資料の提出を求めることがで

きる。

（会議の公開）

第４条 審議会の会議は、公開とする。ただし、審議会の議決があったときは、

非公開とすることができる。

（会議の傍聴）

第５条 前条の規定により審議会の会議を傍聴しようとする者は、会議の当日に

会場の受付に申し出るものとする。

２ 会長は、審議会の運営に支障があると認めるときは、傍聴人の数を制限する

ことができる。

３ 傍聴に際しては、会場の秩序を乱し、又は議事の妨害となるような行為をし

てはならない。

（準用）

第６条 前３条の規定は、部会について準用する。この場合において、これらの

規定中「審議会」とあるのは「部会」と、「会長」とあるのは「部会長」と読

み替えるものとする。

（庶務）

第７条 審議会及び部会の庶務は、経営管理部企画財政課が担当する。

（委任）

第８条 この規則に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長

が定める。

付 則

１ この規則は、公布の日から施行する。

２ この規則は、条例第２条の規定による答申の日限り、その効力を失う。


